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長縄跳び大会

冬の体力向上と学級の親睦を深めるた
め、毎年恒例となっている長縄跳び大会が
開催されました。今年は、インフルエンザ
の流行のため、予定の期日を遅らせ、各学
年ごとでの実施となりました。子どもたち
は目標に向かって一生懸命に練習を重ね、
大会に臨みました。５分間２回の合計記録
を競いました。学年優勝は以下の通りです。

１年１組 ４６５回 ２年１組 ４６０回
３年３組 ６１３回 ４年２組 ８７５回
５年１組 ９２４回
６年２組 １１２４回（全校１位）

長縄跳び大会の児童の感想は、次号で御
紹介します。

「
豊
か
な
心
」
を
も
ち
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
児
童
の
育
成

～
自
ら
感
じ
、
考
え
、
学
び
合
う
、
道
徳
の
時
間
を
目
指
し
て
～

本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
三
年
間
、
「
『
豊
か
な
心
』
を
も
ち
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
児
童
の
育
成
～
自

ら
感
じ
、
考
え
、
学
び
合
う
、
道
徳
の
時
間
を
目
指
し
て
～
」
を
研
究
課
題
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響

く
〃
と
の
授
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
全
担
任
が
一
度
ず
つ
研
究
授
業
に
取
り
組
み
、
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

１

道
徳
の
時
間
に
お
け
る
工
夫

①
資
料
を
吟
味
し
、
中
心
課
題
（
児
童
に
考
え
さ
せ
る
道
徳
的
価
値
）
を
明
確
に
す
る
。

②
授
業
展
開
の
工
夫
を
す
る
。

③
児
童
一
人
一
人
の
考
え
を
生
か
し
、
考
え
を
深
め
合
う
工
夫
を
す
る
。

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
ふ
ま
え
た
授
業
の
工
夫
）

２

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

①
道
徳
だ
よ
り
「
ほ
か
ほ
か
タ
イ
ム
ズ
」
を
発
行
す
る
。

②
道
徳
の
時
間
や
道
徳
集
会
「
ほ
か
ほ
か
タ
イ
ム
」
で
地
域
人
財
を
活
用
す
る
。

③
授
業
参
観
等
で
、
道
徳
の
時
間
を
公
開
す
る
。

④
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
家
庭
で
も
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

３

指
導
体
制
の
工
夫

①
学
年
協
同
体
制
で
、
道
徳
の
時
間
の
指
導
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②
道
徳
教
育
推
進
教
師
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
、
授
業
の
充
実
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
全
職
員
が
道
徳
の
時
間
の
充
実
に
向
け
て
努
力
し
、
着
実
に
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
、

さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
道
徳
の
時
間
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

周りの友達と考えを交流し

話合いを深めていきます。

一目見て分かる板書を

工夫しました。

紙芝居で、お話を提示して、

興味を引き付けました。

T.Tで授業を進めました。

１年３組 ２年１組

４年２組 ４年３組

５年１組 授業研究会の様子

学
校
課
題
の
取
組
に
つ
い
て

学
習
指
導
主
任

上記にもありますように、今年度は５回に
分けて、道徳の研究授業を実施してきまし
た。１月２２日には、その最後の研究授業
を、５クラスで行いました。この日は、上
都賀地区小学校教育研究会道徳部会の先生
方も参加した研修でした。
どのクラスも、話合いを通して、一人一

人が考えを深め、自分を見つめる時間とな
りました。

１月１２日（金）、５年生
対象に、琴の和久文子先生、
前川智世先生、尺八の福田智
久山先生にお越しいただいて、
邦楽スクールコンサートを開
催しました。まず、琴と尺八
の体験をしました。尺八はな
かなか音を出すことができま
せんでしたが、琴は「さくら
さくら」をみんなで弾くこと
ができました。最後に、「春の
海」と「泣いた赤鬼」の演奏
を聴かせてくださいました。
素晴らしい演奏と美しい音色
に、子どもたちは心を奪われ
たようです。
今までより、身近に日本の

伝統的な音楽を感じ、「もっと
やってみたい。」という感想を
もった児童もいました。各ク
ラス２時間ずつでしたが、あ
っという間に時間が過ぎ、充
実したひと時でした。

第
四
回
家
庭
教
育
学
級

一
月
十
七
日
（
水
）
今
年
度

最
後
の
家
庭
教
育
学
級
が
、
食

育
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

本
校
栄
養
教
諭
を
講
師
に
「
楽

し
く
作
る
簡
単
お
や
つ
」
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
作
っ
た
の
は
、

「
マ
シ
ュ
マ
ロ
チ
ョ
コ
ム
ー

ス
」
と
「
イ
チ
ゴ
の
レ
ア
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
」
で
す
。
お
い
し
く

て
、
お
子
さ

ん
と
も
一
緒

に
簡
単
に
作

れ
る
お
や
つ

作
り
を
通
し

て
、
参
加
者

同
士
の
親
交

も
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。


